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〈
研
究
報
告
〉

九 八 七 六 五 四 三 二 一

会
話
文
に
お
け
る
卜
書
き
と
そ
の
文
体
に
関
す
る
調
査
報
告

浜

田

泰

彦

一
、
調
査
の
目
的
お
よ
び
方
法

本
稿
で
は
、
発
話
箇
所
の
下
限
を
直
示
す
る
目
安
の

一
つ
と
な
る
、
引
用

の
格
助
詞

「
と
」
と
、
そ
れ
に
続
く
文
体
の
あ
り
方
を
、
中
古
か
ら
近
代
ま

で
の
文
学
作
品
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
通
時
的
変
遷
や
作

品
ジ
ャ
ン
ル
に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
文
体
の
特
性
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
の
き

っ
か
け
と
な
り
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
、

濱
田
啓
介
氏

「
文
体
論
試
論
―
卜
書
き
の
周
辺
」
（第
二
四
四
回
近
代
語
研

究
会
春
期
発
表
会
、
於

。
関
西
大
学
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
五
日
。
未
公

刊
）
と
い
う
御
報
告
で
あ
る
。
氏
は
、
中
世
軍
記

（コ
自
我
物
語
』
・
『
太
平

記
』
・
『
義
経
記
し
、
近
世
軍
記

（『
前
太
平
記
』
。
『
太
閤
真
顕
記
』
。
『
絵
本

太
閤
記
し
、
浮
世
草
子

（西
鶴

『好
色
五
人
女
』
、
其
積

『
け
い
せ
い
色
三

味
線
』
。
『
世
間
娘
気
質
』
、
南
嶺

『
武
遊
双
級
巴
』
、
其
笑

『花
楓
創
本
地
し
、

読
本

企
示
伝

『
優
曇
華
物
語
』
・
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
、
馬
琴

『
月
氷
奇

縁
』
。
『椿
説
弓
張
月
』
ｏ
『南
総
里
見
八
犬
伝
し
、
説
経

。
浄
瑠
璃

（『
さ
ん

せ
う
太
夫
』
・
『
傾
城
反
魂
香
』
・
『
冥
途

の
飛
脚
し
、
歌
舞
伎

（『
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
』
・
『
け
い
せ
い
浅
間
獄
』
。
『
名
歌
徳
三
舛
玉
垣
』
貧
口
帳
し
、
滑
稽

本

（
一
九

『東
海
道
中
膝
栗
毛
』
二
二
馬

『
浮
世
風
呂
し

以
上
六
ジ
ャ
ン
ル

二
十
三
作
品
を
調
査
対
象
と
し
、
格
助
詞

「
と
」
を
含
む
文
章
の
用
例
収
集

か
ら
、
そ
の
文
体
を
九

つ
の
特
性
に
分
類
さ
れ
た
。

言
表
動
詞
直
続
と
非
連
続

「
け
り
」
着
用
と
非
着
用

「
て
」
と

「
ば
」

「
つ
つ
」
後
続

言
表
居
体
言

へ
の
連
承

「
と
」
に
続
く
話
者
主
語
表
示

「
と
」
に
行
為
が
直
続
す
る
叙
法

所
謂

「
卜
書
き
」

（
２
）

〈
卜
書
き
系
文
芸
〉
の
成
立



読
本

。
浮
世
草
子
を
多
く
調
査
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
、
濱
田
氏
の
御
報
告
は
、
近
世
読
本
の
文
体
様
式
を
探
求
す
る

と
い
う
問
題
意
識
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
先
掲
の
ご

と
く
中
世

。
近
世
の
軍
記
、
説
経

・
浄
瑠
璃
等
い
わ
ゆ
る

「
語
り
物
」
に
属

す
る
文
学
に
お
け
る
文
体
形
成
に
関
与
す
る
諸
作
品
を
調
査
対
象
と
し
て
お

ら
れ
る
。
し
か
し
、　
一
方
で
そ
の

「
語
り
物
」
の
文
体
も
何
ら
か
の
準
拠
す

べ
き
文
体
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の

我
々
の
調
査
で
は
、
中
古

・
中
世
の
物
語
作
品
を
対
象
に
加
え
、
さ
ら
に
近

代
以
降
に
至

っ
て
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
か
を
確
認
す
べ
く
、
次
に
掲

げ
る
合
計
十
八
の
作
品
を
考
察
対
象
と
し
た
。

碍
　
書
名
　
　
　
　
　
　
　
調
査
範
囲
　
テ
キ
ス
ト

イ
　
竹
取
物
語
　
　
　
　
　
　
全
巻

　

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１２
』

口
　
源
氏
物
語
　
　
　
桐
壺
～
藤
裏
葉
　
『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２０
～

２２
』

ハ
　
落
窪
物
語
　
　
　
　
　
　
全
巻

　

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１８
』

二
　
と
り
か

へ
ば
や
物
語
　
巻
三
～
四

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
２６
』

ホ
　
承
久
記
　
　
　
　
　
　
　
全
巻

　

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４３
』

へ
　
舞
の
本
　
　
　
　
　
　
　
十

一
曲
　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５９
』

卜
　
武
家
義
理
物
語

（西
鶴
）

全
巻

　

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
６９
』

チ
　
繁
野
話

（庭
鐘
）
　

　

　

全
巻

　

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
８０
』

り
　
碁
太
平
記
白
石
噺
　
第

一
～
第
二

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
７７
』

ヌ
　
僻
話
安
愚
楽
鍋

（魯
文
）
　

全
巻

　

『
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
』

ル
　
人
間
万
事
金
世
中
　
　
　
全
幕

　

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編

（黙
阿
弥
）
　
　
　
　
　
　
　
　
８
』

ヲ
　
浮
雲

（
四
迷
）
　

　

　

　

全
冊

　

『
現
代
日
本
文
学
全
集
』

ワ
　
埋
木

（鴎
外
）
　

　

　

　

全
冊

　

『
鴎
外
全
集
第

一
巻
』

力
　
五
重
塔

（露
伴
）
　

　

　

全
冊

　

『
明
治
文
学
全
集
幸
田
露
伴
集
』

ヨ
　
た
け
く
ら
べ

（
一
葉
）
　

全
冊

　

『
樋
口

一
葉
全
集
第

一
巻
』

夕
　
蒲
団

（花
袋
）
　

　

　

　

全
冊

　

『
明
治
の
文
学
第
２３
巻
』

レ
　
す
み
だ
川

（荷
風
）
　

　

全
冊

　

『
明
治
文
学
全
集
永
井
荷
風
集
』

ソ
　
或
る
女

（武
郎
）
　

　

　

全
冊

　

『
現
代
日
本
文
学
全
集
９
』

調
査
に
あ
た
り
、
日
本
文
学
国
語
学
専
修
の
大
学
院
生
有
志
が
、
右
諸
作
品

を
分
担
し
て
、
作
業
を
進
め
た
。
調
査
員
は
、
心
中
思
惟

。
故
事
成
句
等
の

引
用

・
詠
歌
な
ど
を
除
き
、
作
中
で
実
際
に
口
に
出
し
て
発
言
さ
れ
た
発
話

内
容
の
下
限
を
示
す

「
と
」
を
含
む
文
章
例
の
み
を
摘
出
し
、
該
当
す
る
類

型
番
号
を
指
定
し
た
上
で
、
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

そ
の
九

つ
の
分
類
番
号
の
内

（八
）
は
、
「
と
」
の
直
後
に
下
座
音
楽
や

効
果
音
等
演
出
を
指
示
す
る
歌
舞
伎
脚
本
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
文
体
で
あ

る
。
さ
ら
に

（九
）
は
、
対
話
本
文
に
登
場
人
物
の
行
為
等
を
卜
書
き
で
、

二
行
割
書
表
示
さ
れ
る
洒
落
本
に
典
型
例
を
見
る
文
体
で
あ
る
。
こ
の
二
形

態
に
つ
い
て
、
本
調
査
で
は
、
前
者
の
例
を
河
竹
黙
阿
弥

『
人
間
万
事
金
世

中
』
（
ル
）
に
、
後
者
を
仮
名
垣
魯
文

『安
愚
楽
鍋
』
に
そ
れ
ぞ
れ
、
明
治

以
降

へ
の
継
続
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
よ

っ
て
、
本
稿
で
は
、
濱
田

氏
の
膜
尾
に
付
し

つ
つ
、
２

）
～

（七
）
の
分
類
に
準
拠
し
、
よ
り
通
時



的
範
囲
を
拡
大
し
て
、
調
査
報
告
を
行
う
も
の
と
す
る
。

以
下
、
順
を
追

っ
て
調
査
報
告
を
行
う
が
、
本
論
展
開
の
便
宜
上
、
七

つ

の
分
類
各
項
目
で
濱
田
氏
の
概
説
を
並
記
す
る
形
を
と
ら
せ
て
頂
く
こ
と
を

諒
と
さ
れ
た
い
。

二
、
調
査
報
告

（
一
）
言
表
動
詞
直
続
と
非
連
続

濱
田
氏
は
、
７

・と
言
ひ
て
」
。
７

・と
の
た
ま
ふ
」
等
、
言
表
動
詞
直
続

型
が
中
世
軍
記
の
原
則
で
あ
る
、
と
の
結
果
報
告
を
な
さ

っ
て
い
る
が
、
本

調
査
に
お
い
て

『
竹
取
物
語
』
（
イ
）
以
下
、
古
典
作
品
で
は
、
全
て
直
続

型
が
多
数
を
占
め
る
。

言
表
動
詞
直
続
指
数

言
表
動
詞
非
連
続
指
数

＊
「
イ
～
ソ
」
は
、
作
品
記
号

（先
掲
）
を
示
す
。
指
数
は
、
格
助
詞

「
と
」

に
導
か
れ
る
会
話
文
の
総
計
を
分
母
、
該
当
す
る
現
象
数
を
分
子
と
し
、

小
数
点
第

一
位
以
下
四
捨
五
入
で
表
示

（単
位
は
％
）。
「
０００
」
は
用
例
数

僅
少
の
も
の
。
Ｔ
」
は
用
例
ゼ
ロ
。
以
下
、
同
様
。

指
数
表
か
ら
は
作
品
記
号

『武
家
義
理
物
語
』
（
卜
）
で
、
直
続
型
と
非

連
続
型
が
二
対

一
程
度
の
比
率
と
な

っ
て
い
る
が
、

〈
１
〉
小
膳
騒
ぐ
風
情
な
く
、
「
こ
れ
は
入
り
組
み
し
子
細
あ
り
」
と
、

始
め
の
段
々
語
れ
ば
、
（巻
五
）

例
文

〈
１
〉
の
よ
う
に
、
文
飾
を
好
む
西
鶴
作
品
の
傾
向
の

一
つ
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

言
表
動
詞
の
前
に
修
飾
語
句
を
配
置
す
る
形
式
は
、
『
五
重
塔
』
（
力
）
よ

り

『
蒲
団
』
（
夕
）
ま
で
明
治
二
十
～
四
十
年
代
の
小
説
作
品
に
至

っ
て
増

加
し
、
直
続
型
と
拮
抗
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

〈
２
〉
「
喉
自
慢
、
腕
自
慢
、
あ
れ
彼
の
声
を
此
町
に
は
聞
か
せ
ぬ
が
憎

し
」
と
筆
や
の
女
房
舌
う
ち
し
て
言

へ
ば
、
「
た
け
く
ら
べ
し

〈
３
〉
「
い
ゝ
え
、
私
も
召
上
る
ん
で
す
も
の
」
と
芳
子
は
快
活
に
言

つ

た
。
「
蒲
団
し

し
か
も
、
こ
の
二
例
の
よ
う
に
、
呂
囲
国
土
口
目
日
目
圏
曰
四
十
日
日
囲
□
響

と
い
う
分
類
番
号

（六
）
に
も
該
当
す
る
形
式
を
採
る
文
章
が
非
連
続
の
典

型
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
Ａ
が
～
言
う
」
の
形
の
文
章
が
平
板
に
連

続
す
る
の
を
避
け
た
結
果
で
も
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
直
続
型
で
注
目
し
て
お
く
べ
き
現
象
と
し
て
、
発
話
上
限
と
下

750 イ
491 ロ
600 ハ
563  ニ
495 ホ
398 ヘ
335   ト
397 チ
685 リ
471 ヌ
010   ル
37.8 ヲ
434 ワ
24.6 カ
157  ヨ
241 タ
290  レ
442  ソ

03.0 イ
11.6 ロ
03.9 ハ
09.4  ニ

05.4 ホ
070 ヘ
165   ト
08.5 チ
024   リ
02.0 ヌ
03.3  ル

10_5  ヲ
22.8 ワ
17.4 カ
14_4  ヨ
278 タ
100  レ
276 ソ



限
の
両
方
に
言
表
動
詞
が
配
置
さ
れ
る
文
体
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
竹
取

物
語
』
（
イ
）
で
は
全
用
例
数
の
四
分
の

一
強
を
占
め
る

（
二
十
五

。
二
％
）

四
十
三
例
が
摘
出
さ
れ
る
。

〈
４
〉
翁
、
い
で
て
、
い
は
く
、
「
か
た
じ
け
な
く
、
↑
し

き
は
ま
り

た
る
か
し
こ
ま
り
」
と
申
す
。
合
竹
取
物
語
し

〈
５
〉
翁
、
か
ぐ
や
姫
に
い
ふ
や
う
、
「我
が
子
の
仏
変
化
の
人
と
も
う

し
な
が
ら
、
↑
↓

聞
き
た
ま

ひ
て
む
や
」
と

い

へ
ば
、
「
竹
取
物

五
』̈
）

こ
の
現
象
は
、
『繁
野
話
』
（
チ
）
に
至
る
ま
で
、
連
綿
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
中
で
も
、
『
承
久
記
』
（
ホ
）
で
は
、
全
二
十
三
例
の
内

一
例
を
除
い
て
、

二
十
二
例
が
次
の
例
文

〈
６
〉
の
ご
と
く
、
前
後
の
言
表
動
詞
が

一
致
す
る

と
い
う
興
味
深
い
現
象
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈
６
〉
藤
四
郎
入
道
戦
檄

ノレ‐

ハ
、
「
只
今
、
↑
↓

給
り
候

ハ
ン
」
卜、
嗽

ケ
レ
共
、
「
承
久
記
し

『竹
取
物
語
』
（イ
）
で
は
、
前
後

一
致
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
が
例
文

〈
４
〉
・
〈
５
〉
の
よ
う
に
相
半
ば
し
た
が
、
『
承
久
記
』
（ホ
）
で
は
ほ
と
ん

ど
前
後

一
致
し
、
し
か
も
次
の
分
類
番
号

（二
）
と
も
関
連
し
て
、
助
動
詞

「
け
り
」
の
着
用
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

公
じ

「
け
り
」
着
用
と
非
着
用

濱
田
氏
は
、
言
表
動
詞
に

「
け
り
」
が
着
用
す
る
の
は
中
世
的
文
体
で
あ

り
、
終
止
形
も
多
い
が
、　
一
層

「
け
れ
ば
」
の
頻
度
が
高
い
、
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。

「
け
り
」
着
用
指
数

本
調
査
で
は
、
「
け
り
」
着
用
が
み
と
め
ら
れ
る
文
章
例
の
み
を
採
取
し
た
。

指
数
表
か
ら
は
濱
田
氏
の
指
摘
通
り
、
中
世
軍
記
の
一
で
あ
る

『
承
久
記
』

（
ホ
）
の
四
十
六

・
七
％
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
軍
記
も
の
に
材
を
と

っ
た
舞

の
本

（
へ
）
お
よ
び
、
『武
家
義
理
物
語
』
（
卜
）
に
そ
れ
が
継
承
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
結
果
を
見
た
。

『
承
久
記
』
に
お
け
る

「
け
り
」
の
着
用
は
、
「
け
れ
ば
」
が
全
着
用
数

（
一
四
七
例
）
の
内
、
五
十
四

。
四
％

（八
〇
例
）
と
最
も
多
く
、
連
体
形

「
け
る
」
が
三
十
二

・
七
％

（四
八
例
）
で
、
そ
れ
に
次
い
で
高
い
頻
度
を

示
し
た
。
分
類
番
号

（三
）
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
発
話
文
を
受
け

る
助
詞

「ば
」
は
、
発
話
者
の
後
件
に
引
き
継
ぐ
役
割
を
有
し
、
右
の
結
果

よ
り

「
け
り
」
着
用
で
は
、
過
半
が
そ
の
役
割
を
帯
び
る
と
い
う
こ
と
に
な

Ｚり
。

（三
）
「
て
」
と

「ば
」

発
話
文
に
お
い
て
、
「
て
」
は
言
表
者
の
発
話
と
同
時
な
い
し
、
そ
れ
に

続
く
行
為
に
付
帯
す
る
接
助
詞
と
し
て
、
「ば
」
は
言
表
者
外
の
人
物
に
後

件
を
つ
な
ぐ
接
助
詞
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
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役
割
を
担
う
。

た
と
え
ば

『落
窪
物
語
』
（
ハ
）
で
は
、

〈
７
〉
帯
刀
心
得
て
、
↑
↓

心
あ
は
た
ゝ
し
く
て
、
「
た
ゞ
い
ま
対
面

す
」
と
て
い
で
い
ぬ
れ
ば
、
あ
こ
き
お
ま

へ
に
ま
い
り
ぬ
。
（巻

一
）

〈
８
〉
（典
薬
助
は
）
「
く
す
じ
成
り
。
Ｔ
↓

あ
い
頼
み
給

へ
」
と
て
、

胸
か
い
探
り
て
手
触
る
れ
ば
、
女
お
ど
ろ
／
ヽ
し
う
泣
き
ま
と
ふ
と
い

せ
い
す
べ
き
す
べ
き
人
も
な
し
。
（巻
二
）

と
、
７

・し
て
～
す
れ
ば
」
で
言
表
者
甲
か
ら
言
表
者
外
乙
に
展
開
を
移
譲

（
８
）

す
る
ケ
ー
ス
が
五
十
五
例

（全
体
の
五

・
三
％
）
を
数
え
る
。

「
て
」
な
い
し

「ば
」
着
用
指
数

指
数
表
か
ら
は
、
役
者
の
動
き
に
よ

っ
て
頻
繁
に
視
点
変
化
を
強
い
る

『
碁

太
平
記
白
石
噺
』
（
り
）
。
『
人
間
万
事
金
世
中
』
（
ル
）
お
よ
び
、
登
場
人
物

の
行
為
を
二
行
割
書

で
示
す
洒
落
本

の
形
態
を
踏
襲
し
た

『
安
愚
楽
鍋
』

（
ヌ
）
で
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
格
助
詞

「
と
て
」
に
は

「
思
ふ
」
。
詈
口
ふ
」
等
の
動
詞
連
用

形
を
補
い
う
る
と
い
う
通
説
が
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
何
ら
か
の
命

令
を
発
話
主
体
者
が
下
し
た
直
後
に
、
被
命
令
者
が
応
じ
る
主
体
変
化
の
パ

タ
ー
ン
と
し
て
、

〈
９
〉
（太
ョ

は
）
コ
日
に
な
ら
ひ

（…
）
な
ほ
や

つ
れ
さ
せ
制

へ‐―
」
と、

て
、
い
み
じ
く
し

つ
く
し
給

へ
る
も
の
ど
も
、
又
重
ね
て
奉
れ
給

へ
り
。

「
源
氏
』
葵
）

〈
１０
〉
駿
河
守
、
↑
↓

権
大
夫

ノ
許

へ
持
向

へ
、
「
己

二

（
…
）
御
覧

候

へ
」
ト
テ
、
権
太
夫
義
時
、
折
節
、
諸
人
対
面
ノ
前

二
引
ヒ
ロ
ゲ
テ

差
置
タ
リ
。
「
承
久
記
し

こ
の
二
例
の
よ
う
な
文
章
が
、
舞
の
本

（
へ
）
ま
で
少
数
な
が
ら
、
断
続
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（三
）
は
、
「
ば
」
が
主
体
変
化
の
分
岐
点
を
示
す
よ
う
な
文
体
の
例
で
あ

る
が
、
「
と
」
が
そ
の
境
界
を
な
す
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
舞
の
本

（
へ
）
に
二

例
、
『
武
家
義
理
物
語
』
（
卜
）
に
三
例
と
僅
少
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

〈
１１
〉
竹
島
覚
悟
し
て
、
「
こ
れ
武
運
の
尽
き
。
↑
↓

相
手
取
る
ま
で

も
な
し
」
と

（滝
津
氏
は
―
注
、
浜
田
。
）
自
害
を
先
づ
差
し
止
め
、

翁
武
家
義
理
物
語
』
巻
三
）

〈‐２
〉
（ａ
勢
は
）
「ア
ノ
ー
結
婚
し
て
仕
舞
ヘ
ツ
て
…
」
と、創
釧
馴
割

し
く
文
三
は
、
「
浮
雲
し

例
文

〈
１２
〉
中

に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
文
体

で
は
、
聞
き
手
が
文
字
通
り

「
聞
く
」
こ
と
に
よ
り
、
主
体
変
化
が
齋
さ
れ
る
。
じ
じ

つ
、
『
浮
雲
』
（
ヲ
）

の
八
例
の
内
四
例
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
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（
四
）
「
つ
つ
」
後
続

「
つ
つ
」
後
続
指
数

発
話
と
同
時
に
別
の
行
為
を
伴
う
こ
と
を
示
す
接
助
詞

「
つ
つ
」
後
続
は
、

低
い
頻
度
で
は
指
数
表
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
濱
田
氏
は
後
期
読
本
時
代
に

成
熟
し
た
形
態
で
あ
る
と
概
観
さ
れ
、
『
優
曇
華
物
語
』
で
七
％
、
『
月
氷
奇

縁
』
で
九
％
発
現
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
今
回
の
調
査
で
対
象

作
品
と
し
た
前
期
読
本

『
繁
野
話
』
（
チ
）
で
は
用
例
数
０
で
あ

っ
た
。
な

お
、
明
治
以
降
の
作
品
で
も
、
古
典
文
体
を
採
用
し
た

『
埋
木
』
（
ワ
）
に

四
例
、
『
五
重
塔
』
（
力
）
に
九
例
、

〈
‐３
〉
ア
ン
ネ
ツ
ト
は
猶
繰
返
し
て
、
「
ひ
と
り
残
し
て
ゆ
き
玉
ふ
な
」

と
泣
き

つ
ゝ
い
ふ
。
Ｓ
埋
木
』
第
十
四
回
）

〈
‐４
〉
（源
太
は
）
「
愛
嬌
の
あ
る
阿
呆
め
に
掻
巻
か
け
て
遣
れ
」
と
云

ひ
つ
ゝ
、
Ｇ
五
重
塔
し

と
あ
る
の
は
そ
の
残
存
で
あ
ろ
う
か
。

（五
）
居
体
言
へ
の
連
承

言
表
居
体
言
と
は
、

〈
‐５
〉
判
官
、
聞
じ
召
さ
れ
て
、
「戦
の
供
を
せ
ん
事
も

（…
）
た
ゞ
頼

む
」
と
の
御
読
な
り
。
（舞
の
本

『
清
重
し

の

「
御
読
」
や
、
「
評
定
」
、
「
挨
拶
」
等
発
話
内
容
を
指
示
す
る
体
言
の
総

称
で
あ
る
。
濱
田
氏
は
、
こ
れ
を
浮
世
草
子
の
特
徴
的
文
体
の

一
つ
で
あ
り
、

中
止
法
と
し
て
の
叙
法
、
既
成
概
念

へ
の
照
合
が
そ
の
効
果
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

居
体
言
連
承
指
数

本
調
査

で
は
、
言
表
居
体
言
に
限
ら
ず
、
「
さ
ま
」
。
「
姿
」
。
「
気
配
」
な
ど
、

発
話
主
体

の
様
子
を
体
言

で
後
続
さ
せ
た
場
合
も
、

こ
れ
に
含
め
る
こ
と
に

し
た
。〈

‐６
〉
（今
尚
侍
は
）
「
し
か

（
…
）
う
れ
し
く
侍

ぬ
る
」
と

の
給
け
は

ひ
も
、
月
比
に
つ
ゆ
た
が
ふ
事
な
し
。
令
と
り
か
へ
ば
や
』
巻
四
）

役
者
の
表
情
を
指
定
す
る
歌
舞
伎
作
品

『碁
太
平
記
白
石
噺
』
（り
）
で

は
指
数
も
高
く
、

〈
‐７
〉
後
室
に
打
ち
向
ひ
。
「
ア
イ
ヤ
、
最
前
よ
り

（…
）
二
人
が
仕
舞

を
見
物
」
と
、
空
哺
た
る
い
が
み
顔
。
（第
二
）

の
よ
う
な
例
も
頻
出
す
る
。

ま
た
、
発
話
内
容
そ
の
も
の
を
主
語
化

・
体
言
化
し
形
容
す
る

〈
‐８
〉
（源
氏
は
）
「
あ
な
心
憂

（…
）
た
ぐ
へ
て
き
」
と
の
た
ま
ふ
愛
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敬
も
こ
よ
な
し
。
ａ
源
氏
』
朝
顔
）

の
ご
と
き
文
章
は
、
『
竹
取
物
語
』
（
イ
）
よ
り
通
時
的
に
例
文

〈
１９
〉
の
よ

う
に
散
見
さ
れ
る
。

〈
‐９
〉
（お
勢
は
）
「
さ
う
、
オ
ホ

ヽ
」
と
無
理
に
押
出
し
た
や
う
な
笑

い
声
、
何
と
な
く
冷
淡
い
。
翁
浮
雲
し

加
え
て
、
発
話
文
に
存
在
動
詞

「
あ
り
」
を
後
続
さ
せ
る
文
章
も
、
数
は

少
な
い
な
が
ら
、
近
代
ま
で
通
時
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈
２０
〉
（女
君
は
）
「御
返
、
早
聞
こ
え
給

へ
」
と
あ
れ
ど
、
い
ら

へ
も

し
給
は
ず
。
合
落
窪
物
語
』
巻
四
）

〈
２‐
〉
（按
察
卿
は
）
「汝
思

ヘ
カ
シ
、
↑
↓

存
知
ノ
旨

二
任
セ
テ
申
」

卜
有
ケ
レ
バ
、
「
承
久
記
し

〈
２２
〉
全
二
五
郎
は
）
「夫
れ
な
ら
ば

（…
）
正
太
さ
ん
、
番
を
た
の
む
」

と
あ
る
に
、
「
た
け
く
ら
べ
し

例
文

〈
２２
〉
の
古
典
文
法
を
採
用
し
た

『
た
け
く
ら
べ
』
で
は
五
例
を
有
す

る
。
先
述
の
形
容
後
続
と
存
在
化
は
と
も
に
、
発
話
内
容
を
客
観
的
に
し
、

語
り
手
を
前
景
化
す
る
修
辞
で
も
あ
り
、

〈
２３
〉
「
よ
く
も
あ
な
た
は
そ
ん
な
に
平
気
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
ね
」
と

力
を
籠
め
る

つ
も
り
で
云

っ
た
ｄ
倒
司

―ま―

可
劇
到
引
司
引
、
「
或
る

女
し

右
の
よ
う
な
二
人
称
作
品
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

公
〇

「
と
」
に
続
く
話
者
主
語
表
示

濱
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
体
は
軍
記
で
の
形
式
的
用
法

で
あ
り
、
西

鶴

・
其
積

・
馬
琴
に
も
継
承
さ
れ
た
、
と
概
説
さ
れ
る
。

『
竹
取
物
語
』
（
イ
）
か
ら
、
初
期
読
本

『
繁
夜
話
』
（
チ
）

に
低
い
頻
度
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

「
と
」
に
続
く
話
者
主
語
表
示
指
数

一
方
、
歌
舞
伎
作
品

『碁
太
平
記
白
石
噺
』
（
り
）
お
よ
び

『
人
間
万
事
金

世
中
』
（
ル
）
で
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
指
数
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
は
次
の
ご
と
く
、

〈
２４
〉
笑
顔
に
恋
の
糸
口
も
、
顕
れ
さ
う
な
折
か
ら
に
。
「申
し
／
ヽ
、

松
兵
衛
様
。
若
君
様
が
召
し
ま
す
」
と
、
奴
の
伊
達
助
出
で
来
た
り
。

「
碁
太
平
記
白
石
噺
』
第
二
）

〈
２５
〉
と

つ
く
り
と
相
談
し
ま
せ
う
。
卜
勢
左
衛
門
件
の
札
を
持
ち
、

「
人
間
万
事
金
世
中
』
序
幕
）

発
話
者
の
行
為
を
特
に
指
定
し
て
お
く
必
要
性
か
ら
生
じ
た
増
加
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

明
治
二
十
年
代
以
降
の
小
説
作
品
で
は
、
古
典
文

。
現
代
文
の
採
用
選
択

に
か
か
わ
ら
ず
、
指
数
表
か
ら
増
加
が
う
か
が
え
る
が
、
こ
れ
は
古
典
作
品

と
単
純
に
比
較
で
き
る
傾
向
で
は
な
く
、
「
Ａ
が
言
う
」
か

「
○
○
と
Ａ
が

言
う
」
の
い
づ
れ
か
で
、
話
者
表
示
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら

本
調
査

で
は
、

ま
で
、
断
続
的
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生
じ
た
現
象
と
い
え
よ
う
か
。
た
と
え
ば
、
『蒲
団
』
（
夕
）
で
は
話
者
主
語

後
続
表
示
が
全
体
の
過
半
を
超
え
る
割
合
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

〈
２６
〉
「
だ

つ
て
余
り

（
…
）
困
る
ね
」
と
時
雄
は
笑

っ
た
。

一
方
で
、
同
じ
時
雄
を
主
語
に
採
る
場
合
で
も
、

〈
２７
〉
時
雄
は
振
り
返

っ
て
、
「
そ
れ
で
、
何
う
し
た
の
？
」
と
突
如
と

し
て
訊
ね
た
。

と
い
う
例
を
見
る
こ
と
も
同
時
に
で
き
る
の
で
あ
り
、
作
者
田
山
花
袋
が
、

単
調
な
文
体
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
置
を
工
夫
し
た
の
だ
ろ
う
。

（七
）
「
と
」
に
行
為
が
直
続

・
非
連
続
す
る
叙
法

濱
田
氏
の
調
査
で
は
、
直
続
の
み
を
対
象
に
な
さ

っ
て
い
る
が
、
本
調
査

で
は
非
連
続
の
場
合
も
考
慮
に
加
え
た
。

行
為
動
詞
継
続
指
数

言
表
動
詞
継
続
指
数

両
指
数
表
を
比
較
し
、
「
と
」
に
続
く
動
詞
を
言
表
動
詞
で
連
承
さ
せ
る
か
、

そ
れ
以
外
の
行
為
を
選
択
す
る
か
と
い
う
側
面
で
検
討
す
る
と
、
『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』
↑
し

ま
で
の
物
語
作
品
で
は
、
お
お
む
ね
七
対
三
の
割
合

で
、
圧
倒
的
に
言
表
動
詞
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
中
世
軍
記

『
承

久
記
』
（
ホ
）
に
至

っ
て
、
両
者
の
割
合
が
拮
抗
し
て
く
る
と
理
解
で
き
る
。

『碁
太
平
記
白
石
噺
』
（
り
）
。
『
人
間
万
事
金
世
中
』
（
ル
）
で
、
行
為
動
詞

へ
の
連
承
が
圧
倒
的
に
選
択
さ
れ
る
の
は
、
発
話
を
前
提
に
し
た
特
性
に
よ

る
も
の
と
し
て
、
か
な
り
大
づ
か
み
に
捉
え
れ
ば
、
両
者
の
拮
抗
状
態
は
近

代
小
説
に
ま
で
及
び
、
行
為
動
詞
接
続

へ
の
選
択
が
拡
大
し
た
と
言
え
る
。

中
で
も

『
た
け
く
ら
べ
』
（
ヨ
）
・
『
す
み
だ
川
』
（
レ
）
で
は
、
行
為
動
詞
連

承
が
言
表
動
詞
を
上
回
る
よ
う
に
な
る
。

〈
２８
〉
（長
吉
は
）
「
ざ
ま
を
見
ろ

（…
）
横
町
の
闇
に
気
を

つ
け
ろ
」

と
二
五
郎
を
土
間
に
投
出
せ
ば
、
「
た
け
く
ら
べ
し

〈
２９
〉
「
だ
か
ら
云
は
な
ひ
事

ツ
ち
や
な
い
。
」
と
羅
月
は
軽
く
握
り
拳

で
膝
頭
を
た
ゝ
く
。
「
す
み
だ
川
し

こ
の
こ
と
は
、
発
話
が
鉤
カ

ッ
コ
で
安
定
的
に
区
画
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
た
め
に
、
「
と
」
の
後
に
わ
ざ
わ
ざ

「
言
う
」
。
「
話
す
」
。
ヨ
“
る
」
等

の
言
表
動
詞
に
連
承
さ
せ
る
必
然
性
が
薄
れ
て
き
た
事
情
が
作
用
し
た
と
も

理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
濱
田
氏
に
よ
る

「
卜
書
き
」
文
体
の
分
類
に
従

っ
て
、
そ
の
通
時

的
変
遷
を
主
に
指
数
か
ら
う
か
が
え
る
情
報
に
よ
り
、
報
告
を
行

っ
て
き
た
。

最
後
に

「
そ
の
他
」
と
し
て
二
点
、
こ
れ
ら
の
分
類
に
該
当
し
な
い

「
と
」

イ

ロ
ハ

ニ
ホ

ヘ
ト
チ
リ

ヌ
ル

ヲ

ワ
カ

ヨ
タ

レ
ソ

780  イ
607 ロ
63.9 ハ

65.6 ニ
54.9 ホ
46.7 ヘ
500  ト
483  チ
108   リ
490  ヌ
042  ル
483  ヲ
662 ワ
417 カ
30_1  ヨ
51.9 タ
38.7  レ
71.8 ソ



の
用
法
に
つ
い
て
言
及
し
稿
を
閉
じ
た
く
思
う
。

（そ
の
他
１
）
同

一
発
話
主
体
者
の
発
話
を
中
断
す
る

「
と
」

〈
３０
〉
「
ぃ
で
、
あ
な
幼
な
や
。
↑
↓

何
と
も
お
ぼ
し
た
ら
で
、
雀
慕

ひ
給
ふ
ほ
ど
よ
。
罪
得
る
事
ぞ
と
常
に
聞
ゆ
る
を
、
心
憂
し
」
と
て
、

「
こ
ち
や
」
と
言

へ
ば
、

つ
い
ゐ
た
り
。
合
源
氏
』
若
紫
）

例
文

〈
３０
〉
は
、
尼
君
の
発
話
中
断
の

一
例
で
あ
る
が
、
既
に
加
藤
雅
嘉

氏
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の

「
と
」
。
「
と
て
」
の
関
係
性
は
、
単

な
る
発
話
の
中
断
を
示
す
の
で
は
な
く
、
複
数
種
類
の
発
話
を
並
列
的
に
書

記
し
た
、
な
ど
様
々
な
理
由
づ
け
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
３０
〉
の
場

合
、
前
半
は
雀
を
追
い
掛
け
る
女
の
童
の
あ
ど
け
な
さ
に
対
す
る
愛
憎
半
ば

す
る
心
情
吐
露
で
、
後
半
は
そ
の
少
女

へ
の
呼
び
掛
け
に
発
話
内
容
が
き
り

変
わ

っ
て
い
る
。　
一
々
の
事
情
は
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
と
も
あ
れ
か

よ
う
な
例
は

『
源
氏
』
（
口
）
の
ほ
か

『
落
窪
』
（
ハ
）
。
『
と
り
か

へ
ば
や
』

↑
じ

・
『
承
久
記
』
（
ホ
）
ま
で
、
『落
窪
』
の
三
十
四
例

（内
、
「
と
」
に
よ

る
中
断
十
九
例
、
「
と
て
」
に
よ
る
中
断
十
五
例
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（そ
の
他
２
）
近
代
小
説
に
お
け
る

「
卜
書
き
」
表
記

明
治
三
十
～
四
十
年
代
の
小
説
作
品
に
お
け
る

「
卜
書
き
」
は
、
様
々
な

表
記
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
３‐
〉
「
ま
ぁ
―
」

と
叫
び
し
妻
は

（尾
崎
紅
葉

『
金
色
夜
叉
し

〈
３２
〉
『
走
け
て
御
寛
な
さ
い
』

と
口
の
中
で
云

つ
て
、
微
笑
ん
だ
。
（武
者
小
路
賞
篤

『
お
目
出
た

き
人
し

〈
３３
〉
さ
あ
此
れ
で
も
か
、
此
れ
で
も
か
。
」

と
、
二
人
は
相
愛
ら
ず
孤

つ
た
り
礫

つ
た
り
、
（谷
崎
潤

一
郎

『
少
年
５

順
に
見

て
い
く
と
、
〈
３‐
〉
紅
葉
は

一
文
字
分

の
空
白
を
設
け
た
上

で
、

〈
３２
〉
実
篤
は
発
話
後
改
行
し
て
、
〈
３３
〉
谷
崎
は
改
行
後

一
字
下
げ
で
、
そ

れ
ぞ
れ

「
卜
書
き
」
に
続
け
て
い
る
。　
一
方

で
、
同
時
代

の
明
治
四
十
二

（
一
九
〇
九
）
年
に
出
版
さ
れ
た

『
源
氏
』
翻
刻
文

（若
紫
）
で
は
、

〈
３４
〉
僚
５

「
か
ひ
な
き
心
地
の
み

（
・↓

い
か
で
か
」
と
の
給

へ
ば
、

安
一５

「
い
で
や

（・↓

大
殿
籠
り
入
り
て
」
な
ど
聞
ゆ
る
折
し
も
、

彼
方
よ
り
来
る
音
し
て
、
今
國
民
文
庫
　
源
氏
物
語
　
上
巻
』
明
治
四

十
二
年
六
月

・
國
民
文
庫
刊
行
會
）

の
よ
う
に
、
発
話
部
の
鉤
括
弧
を
除
き
、
特
別
な
配
慮
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

如
上
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
の
は
、
作
家
個
人
の
嗜
好
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
か
、
あ
る
い
は
各
々
に
準
拠
す
る
表
記
法
が
あ

っ

た
の
か
、
な
お
今
後
の
調
査
が
倹
た
れ
る
問
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に
、

以
上
、
「
卜
書
き
」
文
体
の
通
時
的
変
遷
と
銘
打

っ
た
も
の
の
、
調
査
作

品
は
わ
ず
か
十
八
作
品
に
と
ど
ま
り
、
デ
ー
タ
不
足
は
い
な
め
な
か

っ
た
。

ま
た
、
写
本
と
版
本
で
は
そ
の
表
記
方
針
に
お
の
づ
か
ら
相
違
が
生
じ
る
の

で
あ
り
、
本
調
査
の
よ
う
に
、
両
者
を

一
括
し
て
考
察
対
象
と
す
る
に
は
間



題
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
古
～
近
代
の
広
範
囲
で

一
貫
し
た
文
体
を
調
査
す

る
機
会
は
、
決
し
て
多
く
は
な
く
、
そ
れ
故
の
収
穫
も
少
な
く
な
か

っ
た
。

本
稿
が
発
話
文
の
形
態
分
析

へ
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
報
告
の
き

っ
か
け
を
作

っ
て
下
さ

っ
た
濱
田

啓
介
氏
の
御
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

註（１
）

当
日
配
布
資
料
五
枚
の
内
、　
一
枚
目

（二
頁
）。

（２
）

（１
）
配
布
資
料

一
頁
。

（３
）

『入
鹿
』
、
『満
仲
』
、
『硫
黄
が
島
』、
『木
曽
願
書
』
、
『常
葉
問
答
』、
『未

来
記
』
、
『腰
越
』、
冒
田樫
』
、
『清
重
』
、
『剣
讃
嘆
』、
『十
番
切
』
の
十

一
作

口Ш。

（４
）

『月
花
余
情
』
に
胚
胎
し
、
『南
江
駅
話
』
に
成
立
。
後
期
滑
稽
本

。
人
情

本
に
継
承
さ
れ
る
文
体
で
あ
る
、
と
概
説

（配
布
資
料

一
頁
）。

（５
）

『落
窪
物
語
』
（
ハ
）
八
例
、
『と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
↑
じ
　
一
例
、
舞
の

本

（
へ
）
六
例
、
『武
家
義
理
物
語
』
（
卜
）
五
例
、
『繁
野
話
』
（チ
）
二
十

一
例
。

（６
）

前
後
動
詞
に
一
致
を
見
る
も
の
二
十
二
例
、
不

一
致
の
も
の
十

一
例
。

（７
）

濱
田
氏
は
、
中
世
軍
記
で
は

「と
て
」
・
「と
～
け
れ
ば
」、
近
世
読
本
で

「と
～
て
」
。
「
と
～
ば
」
の
文
体
が
多
い
と
概
説
さ
れ
る
。

（８
）

『源
氏
物
語
』
（
口
）
で
四
十
七
例
、
『承
久
記
』
（ホ
）
八
例
、
『
た
け
く

，り
べ
』
（
ヨ
）
ＬＬ
例
。

（９
）

糸
井
通
浩
執
筆
担
当

「
と
て
」
（
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
二
〇
〇

一
年
二

月

・
明
治
書
院
）
参
照
。

（１０
）

『竹
取
物
語
』
（イ
）

一
例
、
『源
氏
』
（
口
）
十
七
例
、
『武
家
義
理
物
語
』

（
卜
）
三
例
。

（ｎ
）

加
藤
昌
嘉

「「と
」
の
気
脈
―
平
安
和
文
に
お
け
る
発
話
／
地
／
心
内
の

境
―
」
「
詞
林
』
二
〇
〇
六
年
十
月
）
の
内
、
ヨ

、
今
…
」
と

「
…
０

型

の
発
話
文
」。

（‐２
）

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
含
じ
　
一
例
、
『承
久
記
』
（ホ
）

一
例
。

（‐３
）

こ
の
項
目
は
、
鳩
野
恵
介
氏
の
御
調
査
に
基
づ
く
。

＊
今
回
の
調
査
に
御
協
力
頂
い
た
、
岩
城
佐
和
、
岩
田
美
穂
、
川
那
退
惟
奈
、

清
田
朗
裕
、
黒
木
邦
彦
、
坂
井
二
三
絵
、
勢
田
道
生
、
荘
千
慧
、
根
来
尚
子
、

萩
原
珠
実
、
鳩
野
恵
介
、
藤
本
真
理
子
、
古
田
雄
佑
、
松
本
陽
子
、
水
野
亜

紀
子
、
森
勇
太

（五
十
音
順
、
敬
称
略
）
の
各
氏
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
デ
ー
タ
収
集

・
分
析
及
び
本
論
の
文
責
は
浜
田
が
負
っ
た
。

（
は
ま
だ

。
や
す
ひ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


